
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

米国経済の住宅投資は、FRB の金融引き締め政策による住宅モーゲージ金利の上昇を受

けて住宅許可件数、着工件数共に減少を続けており、住宅市場指数も良し悪しを判断する

50 水準を大きく下回るレベルまで低下している。種別で見ると、集合住宅は依然として

堅調な一方、一戸建て住宅は大きく減少している。こうした減少傾向は、米国金利がピー

クアウトする今年前半までは続くとみられ、米国住宅市場は二ケタ台の市場縮小となるこ

とが危惧される。 
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●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


